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桜町高齢者在宅サービスセンター・本町高齢者在宅サービスセンター合同 

地域密着型運営推進会議 報告書 

 

開 催 日 時 ２０２６年５月１２日 １４：００～１５：３０ 

開 催 場 所 桜町高齢者在宅サービスセンター ２F 地域支援部屋 

参 加 者 ご利用者家族：  淺野千鶴子 様 ご家族 淺野祥路 様（桜町センター） 

         小木曽ムツ 様 ご家族 小木曽美弥子 様（本町センター） 

地域住民代表：  行政書士 藤井隆之 様 （緑町在住） 

所在地管轄職員： 秋山真弓 様（小金井きた地域包括支援センター） 

センター職員：  センター長 鈴木治実 

         在宅サービス部 課長 長津宏史 

         桜町デイサービス相談員 新田誌帆 

         本町デイサービス相談員 市村直子 

         事務 土井まゆみ 

司 会 進 行 長津宏史 

書 記 土井まゆみ 

【議事録】 

 

１．出席者の自己紹介、職員の紹介 

 

２．聖ヨハネ会高齢福祉部門の 2025年度事業報告（長津）※添付資料 

 

・昨年度桜町センターの利用状況は、過去２年と比較し、一般デイは比較的安定しているが、

認知デイは前年度 60.5％から 2025年度 52.9％と大きく低下している。ご利用者の介護度は 

要介護３から要介護４の方が多く、新規受け入れをしても入所や入院などによって実績が伸び

ていない。 

・本町センターにおいても、利用率は 2023年度 72.5%、2024年度 56％、2025年度 45.6%と

大きく低下している。60％のご利用者が要介護５と重度のご利用者が多く、状態が安定せず、

ショート利用される方も多い。年間を通して見ると夏から寒くなる時期に特に低下している。 

 

３．認知症対応型通所介護サービスの年間報告 

 

・桜町高齢者在宅サービスセンター（新田）※添付資料 

  桜町は定員 12名の 2グループ、計 24名が一緒に活動している。要介護３のご利用者が 

多く、平均年齢は 88.9歳と年齢層も高いため、新規より終結される利用者数が上回り、 

なかなか利用率が上がらない。男女の入浴対応曜日の枠を払って、ご希望の曜日に入浴で 

きるようしている。また、おためし利用をしていただき、一般デイから認知デイへの移行を 

進めたりもしている。ご利用者様ご家族にも活動の様子がわかるよう、添付のような写真 

付きの「桜便り」を発行している。 



2 

・本町高齢者在宅サービスセンター（市村）※添付資料 

  利用率は 2026年 3月、37.8％から 4月、43.6％と若干上昇しているが、まだまだ目標に 

届いていない。介護度の高いご利用者が多く、通所困難、長期入院、ショートステイ利用 

などが多い。取り組みや活動は添付写真のように音楽レク、季節行事、調理レクなど認知症 

進行予防に力を入れている。重度および医療ニーズの高い方を多く受け入れている。 

 

４．意見交換（質疑応答） 

   小木曽様・母は 2010年にMCIと診断され、2014年から本町センターを利用している。 

        色々なサービスを利用しているが、本町センターはサービスの質も高く、医療と 

の連携も良くとれていて、とても感謝している。 

病院や特養もある聖ヨハネ会で「お泊りデイ」をやってもらえないか。 

市内に「お泊りデイ」をやっている施設がないので市外の施設を利用している。 

自身も含め老々介護が増え需要があると思うので、是非検討してもらいたい。 

災害対応はどうなっているのか知りたい。 

   長津・・・災害時の事業継続計画（BCP）はすでに作成されているが、実際に大規模な災害 

が起こった場合にすぐに動けるような体制になっているかと問われると、まだま 

だ周知やルール・訓練が足りているとは言えない状況。今度、在宅サービスを利 

用のご利用者および家族への理解と協力をいただけるようなＢＣＰの検討を進 

めていきたい。 

   小木曽様・デイ利用中の災害時に家族が帰宅できるのか。自宅に返すより自分が本町セン 

ターに行って何か手伝う方が良いのではないか。返せない方もいると思うので、 

その対策を考えることは「お泊りデイ」にもつながるのではないか。 

   長津・・・そういった心配があるという貴重なご意見を考慮し、対策を考えていきたい。 

   浅野様・・良い施設なのに利用率が 50％ということを知り、衝撃を受けた。皆さんどのよう 

にサービスを探すのか。どの施設もこのように利用が少ないのか。 

   新田・・・市内に認知症対応型のデイはとても少ない。 

利用が伸びないのは認知症対応というネーミングへの抵抗感が強いと思われる。 

   長津・・・経営会議でも、いっぱいだと思われているのではないかと問われている。利用可

能であることを、もっと効率的に伝えていきたい。 

   新田・・・試食付き見学を提供している旨のチラシを作成している。ケアマネとの信頼関係 

を築き、ご家族の要望も取り入れていくことが大切だと考えている。 

      小木曽様・わが家の場合は、家族会経由で利用につながった。家族会でも情報提供すると 

良いと思う。 

   藤井様・・チラシにご利用者様ご家族の声を載せたら良いのではないか。同じような悩みを 

かかえている方がいると思う。厳しい指摘をするならば、集客（利用促進）の為 

の PR や営業活動が言葉悪く言えば、「正直すぎてアピールが上手くできていな

い」と感じる。新規利用者を集めるのであれば、ハデな広告を打つ民間業者のや

り方も学ぶべきである。入浴を柱にするのも良いが、本町センターのような医療

ニーズの高い方の受け入れもありがたいと思う。介護度が高く、年齢層が高い方

が多く利用が続かないという同じ課題を長年持たれているので、それを解決する
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べく、ヨハネブランドではない何かを考えていかないとならないのではないか。

ここ数年、出席させていただいて同じ課題を解決出来ずにいる印象。 

   秋山様・・BCPについて、包括支援センターの会議でも議題にあがり、連絡方法など職員の

マニュアル、個々の役割を整理して決めていかないとならない。 

   長津・・・BCPを、なるべく早くご利用者様、ご家族様にもお伝えしていければ良い。 

   鈴木・・・他施設に負けない良いサービスを提供しているという自負はあるが、経営が不得 

手な施設だと認識している。利益追求ではない社会福祉法人としてのあり方も 

大切だが、通所されているご利用者様、ご家族様を守るためにも事業を継続して 

いかなくてはならない。人材確保など課題は山積みだが、いただいた貴重な意見 

をもとに一つ一つ努力を積み上げてまいります。 

 

 

 

      

５．次回開催予定： 2026年 11月を予定 

 


